
日本史Ｂ
～授業プリント№１～３～

【休校中課題のおさらい】



授業プリント№１～№３の解説について

松本、ユーチューバーになる

社会科ブログに、動画のリンクを投稿しています

見てね！



～人類の誕生～

人類の起源について

１）猿人＝約700万年前に出現

２）原人＝約240万年前に出現

６）旧人＝約20万年前に出現

７）新人＝約3万年前に出現



～人類の誕生～

人類の起源について

人類の起源には、２つの説が存在する

多地域進化説

・・・アフリカで誕生した原人が、各地に進出

原人誕生！！

世界各地へ進出



～人類の誕生～

人類の起源について

人類の起源には、２つの説が存在する

８）アフリカ単一起源説

・・・アフリカで誕生した新人が、各地に進出

新人誕生！！

世界各地へ進出



人類の起源には、２つの説が存在する

多地域進化説 アフリカ単一起源説

～人類の誕生～

人類の起源について

有力！！



～人類の誕生～

旧石器時代の生活

更新世（約200万年前～約1万年前）

＝現代よりも平均気温が10℃低い

・・・３）氷河時代（世界が氷におおわれる）



～人類の誕生～

旧石器時代の生活

氷河時代とは・・・

寒冷な気候

＝氷期

温暖な気候

＝間氷期



～旧石器文化～

旧石器時代の生活

４）旧石器時代のはじまり

・・・人々は５打製石器を使用して生活をする

・・・



～人類の誕生～

旧石器時代の生活

氷期に大陸氷河が発達して海面が低くなり、

日本列島と大陸が陸続きになる



～人類の誕生～

旧石器時代の生活

氷期には大陸氷河（陸上の氷河）が発達

海に水が流れなくなる（川や湖が凍るため）

海面が下がる 現在よりも
１００ｍ近く
海面が低い



～人類の誕生～

旧石器時代の生活

日本人の祖先は、

大陸と陸続きとなる氷期に、

大型動物を追ってやってきた

古代の人びとは

食料を求めて移動していた



～旧石器文化～

【旧石器時代の人びとの生活の特徴】

①狩猟・採集中心の生活

・・・大型動物を狩り、植物を採って生活

＝寒い気候のため、食料が限られる

②移動生活を行う

・・・食料を求めて移動する

＝小屋を作ったり、洞穴に住む



～縄文文化～

完新世の世界

約1万数千年前、完新世の時代に突入

最大の特徴・・・気候の温暖化

現在よりも平均気温が２～３℃高い



～縄文文化～

完新世の世界

氷河がとけ、海面が上昇・・・日本列島が形成

現在よりも気温が高いということは・・・



縄文海進

①9400年前（縄文早期）

②8000年前（縄文早期）

③5500年前（縄文初期）

④4500年前（縄文中期）

⑤2000年前（弥生中期）

～縄文文化～

完新世の世界



～縄文文化～

縄文時代の生活

気候の温暖化により、人類の生活環境が大きく変化する

⇒人々は様々な道具を使い、生活していく

・・・９）縄文時代のはじまり



① 気候の温暖化による、植物（結実性樹木）の増加

保存・調理のため・・・

10）土器を使用

～縄文文化～

縄文時代の生活



～縄文文化～

縄文時代の生活

土器の使用例



～縄文文化～

縄文時代の生活

土器が社会に与えた影響

・土器は調理（煮炊き、植物のあく抜きなど）に使用

⇒それまで食べられなかったものも食べられるように

・食料の保存にも使用

⇒食料が少なくなる冬などでも生活が安定する

食料が安定し、人口が増加



～縄文文化～

縄文時代の生活

② 寒冷な気候に適した大型動物が絶滅

⇒シカ・イノシシなどの中小動物が増加

狩の道具として

１１）弓矢が使用



～縄文文化～

縄文時代の生活

③ 魚を捕るため、１２）骨角器を使用



～縄文文化～

縄文時代の生活

④ 石を磨いて製作した13）磨製石器の使用がはじまる



～縄文人の生活～

縄文時代の生活

⑤ 16）竪穴住居で生活

入り口を狭く作っているので

意外とあたたかいらしい・・・



～縄文人の生活～

【旧石器時代の人びとの生活の特徴】

旧石器時代の人びとは、食料を求めて移動生活を行う

縄文時代の人びとは、

台地や水辺のそばに集落をつくり

定住生活を行う



～縄文人の生活～

【旧石器時代の人びとの生活の特徴】

貧富の差はない

＝埋葬方法が均一、住宅に差がない

縄文時代の生活の中心は、狩猟・採集だったから

＝みんなで共同で行い、採れたものは公平に分配

⇒個人の財産がつくられなかった

・・・貧富の格差や身分がなかった

なぜ？



～弥生文化～

弥生時代の生活

約2500年前、九州北部に

大陸から日本へ食料生産の文化が伝わる

・・・15）弥生時代のはじまり



～弥生文化～

弥生時代の生活

16）水稲耕作
＝水田を用いた稲作



～弥生文化～

弥生時代の生活

１７）金属器

青銅器・・・銅と錫の合金

銅鐸 銅剣

代表的な遺跡 荒神谷遺跡（島根県）など

祭祀（祭り・儀式）の
道具として使用される

資料集Ｐ３４・３５を
見ましょう！



～弥生文化～

弥生時代の生活

鉄器

木製の農具に

鉄製の刃先がつけられる

鉄器の普及が、日本の農耕社会に大きな影響を与える

武器や農具など
実用的な道具に使用

資料集Ｐ３１を
見ましょう！



～弥生人の生活～

弥生時代の生活

18）高床倉庫や貯蔵穴で保管

何のために？

害獣や湿気を防ぐため

ネズミ返しがついている

資料集Ｐ30を
見ましょう！



～弥生人の生活～

【弥生時代の人びとの生活の特徴】

農耕の開始により

弥生時代に貧富の格差や身分の上下がうまれる

縄文時代＝狩猟・採集中心

共同で行い、採れたものは平等に分けあう

弥生時代＝農耕中心（狩猟や採取も行う）

収穫したものは貯蔵・・・財産



～弥生人の生活～

縄文時代と弥生時代の違い

弥生時代には指導者があらわれる

祭祀を行う司祭者

土木工事の指揮者

集落の首長

⇒集落の人びとをまとめ、支配者となる

【弥生時代の人びとの生活の特徴】



【課題】

・授業プリント№４

「予習問題」を完成させる


